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MIL-STD-461Fは、２００７年１２月１０日発行

で、４０年以上前から軍の調達製品認定

基準を提供しているMIL-STD-461の最新版で

ある。この最新版は、１９９３年、第D版で削除さ

れた試験の復活があり、非常に小さな変更から

大きな変更まで対応している。これらの変更に

より新しい管理方法が必要になるので、製品設

計に影響を及ぼす可能性がある。それ故、テス

トエンジニアだけでなく電子システムの設計者に

もこれら変更の認識は必要である。３つのデー

タ品目記述票（DID: Data Item Description）※1

は、MIL-STD-461Fと共に発行されたので、この

文書の変更部分もMIL-STD-461Fの適合試験

全体の一部と考える。

本稿はMIL-STD-461Fと関連するDIDを詳し

く見て、テスト条件と方法に関する微妙な問題に

対して重要な見解を提供する。この見直しは項

番ごとに「E版」と「F版」の差異について論じる。も

ちろん、試験に関する個人的な見解を述べ、MIL-

STD-461Fの試験を計画し実行するときに考慮

が必要な事柄を示そうと努力したつもりである。

互換性のあるモジュラー装置
（4.2.7）
MIL-STD-461Fに追加された新項番「ラインで

交換可能なモジュール（LRM: Line Replaceable 

Unit）」は、装置に組み込んだ組立品で認定試験

することを要求している。試験または類似性審査

による認定が可能だが、どちらの方法でも、調達

機関の承認が必要である。

EUTケーブルの構成および処理
（4.3.8.6）
本文に「入力（一次側）電源線、その帰線、接地用

配線は、シールドされてないものであること」が

追加された。この要求により、試験配置するとき

に、シールドで束ねられたケーブル内の電源線

を取りだすことを必要とする（4.3.8.6.2）。この改

版で最も厳しいのは、EMI対策用シールド電源

ケーブルの効果を使えなくしたことで、変更理由

は、装置を据付けるときにシールド電源ケーブル

の使用は一般的でないからである。フィルタされ

た電源を他のデバイスにより提供された場合、例

外として議論されている（A4.3.8.6）。このシールド

は支持されるかもしれない。更に、海軍水上艦

船用途のシールドケーブルは、放射試験に対し

て非シールド区間が認められる場合もあるが、

伝導試験に対しては認められない。試験構成

は試験手順に記載され、調達機関の承認を得

る必要がある。しかし、大部分の用途では、基本

的に電源ケーブルは非シールドのはずである。

コンピュータ制御の計測器
（4.3.10.2）
ソフトウェアの確認は、試験手順に記述する必要

がある。社内開発の「自社製」ソフトウェアの場合

は、作成者、モデル名、市販ソフトウェアのバージ

ョンが提供されなければならない。また、計測器

の制御方法を記述しなければならない。手順書

作成者は、特に契約試験所で試験手順書が用

意されたとき、その試験所のソフトウェアをよく理
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